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クイズ１ 
  MAIN関数から関数 Aを呼び出し、関数 Aから関数 Bを 2重に呼び出しする
場合には、教科書のままでは不具合が発生する。2重呼び出し時の表 3F相当の
プログラムを作成し、そのプログラムをどう修正すれば良いか？ 
 

 

図：不都合な場合(右)とその解決策(左) 
 

  2 重呼び出しを行う前に、R31(次に実行するべきアドレスが格納されている)
を待避させなければならない。 
 



クイズ 2 
CALLEE SAVEでの表 3Fを作成せよ。CALLER SAVEと CALLE SAVEのメ
リットでメリットを述べよ。 

   

図：CALLE SAVEバージョンの 3.F 
 

CALLERSAVE 
メリット 

 
デメリット 
  ・サブルーチンを呼び出すたびにレジスタの値の待避と復帰を行わ
ないといけないので、MAIN関数が長くなる。 

 
CALLEESAVE 

メリット 
  ・MAIN関数が短くなる。 
  ・PUSHと POPのアクセス時間が短くなる。 
デメリット 
 ・サブルーチンが長くなる(サブルーチンは短いほうがよい)。 

 
 



クイズ 3 
3.Dの 1と 6の手順を短縮する方法を提案せよ。 
 
  3.Dの手順はコーラセーブ方式である。コーラセーブ方式(MAINプログラム
でスタックに待避)を行う場合、MAINプログラムとスタック領域とに間がある
ため、アクセス時間に多少の時間がかかってしまう。コーリセーブ方式(サブル
ーチンでスタックに待避)を行うことで、アクセス時間を短縮することができる。
つまり、3.Dのコーラセーブ方式をコーリセーブ方式に変更すればよい。 
(この方法は、スタック領域がMAINプログラムから離れた位置に領域を確保さ
れていると仮定する。また、サブルーチンの記述がMAINプログラムよりスタ
ック領域に近いと仮定する。) 
 

   3.D  サブルーチンの手順 (コーリセーブ方式) 
1:戻り値の待避 
2:サブルーチンの先頭アドレスへのジャンプ 
3:レジスタ値の待避  
4:サブルーチン本体の実行 
5:レジスタ値の復帰 
6:戻り番地へのジャンプ 
7:もとの命令列の実行再開 

図：コーリセーブ方式による 3.D 
 


